
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 はってん こたえ 名前

浮力と密度 月 日

1 二そうの液・氷・深さのくらべ 発展

密度(みつど)は1cm³あたりの重さ(g/cm³)で、水は1g/cm³です。浮力(ふりょく)は、物体がおしの
けた液の重さと同じ大きさ(gで表す)で、ういて止まっているとき、物体の重さと等しくなります。

(1) 高さ15cmの直方体の物体を食塩水(密度1.2g/cm³)に入れると、底を下にしてういて、

しずんでいる深さは10cmでした。この物体を水(密度1g/cm³)に入れると、しずんでい

る深さは何cmになりますか。(水にもういて止まります。)　答え 1 2 cm

2 ういて止まるものと、液面の変化 発展

密度(みつど)は1cm³あたりの重さ(g/cm³)で、水は1g/cm³です。浮力(ふりょく)は、物体がおしの
けた液の重さと同じ大きさ(gで表す)で、ういて止まっているとき、物体の重さと等しくなります。

(1) 食塩水を入れたコップに氷がういています。氷がとけると、液面が上がるのはなぜです

か。「体積」「おしのけた」を使って、30〜45字で書きなさい。

食塩水は水より重いので、氷がおしのけた体積は小さく、とけた水の体積のほうが大きい

から。

採点: 次の2つが書けていれば満点(1つで半分)

食塩水は水より重い(密度が大きい)ので、氷がおしのけた食塩水の体積は小さい

とけた水の体積は、おしのけた体積より大きい

できた / 2問

ちりつもドリル 学校・家庭・塾・教室での印刷と配布は自由です。ウェブへの掲載・販売はできません。 1/1

chiritsumo-drill.com
ほかの プリントは こちら

G6-JURIKA-FURYOKU-HATTEN-01-A


